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１.総合型クラブとしての手続き

【これまで】

・具体的に「総合型クラブとは何か」を明記したものがなかった

・登録や認証という手続きはなかった

【これから】

・「総合型クラブとは」を明確にし、行政とクラブが連携をすることで、

更なる地域スポーツの振興及び地域課題解決につなげていきたい。



具体的に・・・（クラブ側）

○設立当時は行政とタイアップしていたが、担当者が異動してから直接

的なつながりが薄れた。

○小学校運動部活動の社会体育移行のための受け皿づくりにクラブとし

て尽力したが、異動に伴い、民間クラブと総合型クラブの違いが理解され

ず、用具の使用等ができづらくなった。

○地域課題を共有し、解決のために議論したりシステムを構築する環境

がなくなったことで、クラブの負担が増した。
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具体的に・・・（行政側）

○他のチームやクラブと「総合型クラブ」の何が違うのかわからない。

○「総合型クラブ」だけ特別扱いはできない。

○総合型クラブは何ができるのかわからない。知らない。



このような現状から

○総合型クラブと行政の連携や相互理解を促進することで、

課題が解決でき、地域スポーツの更なる振興並びに総合型ク

ラブの活動が充実するのではないか。



４．「登録」と「認証」のイメージ ※基本規程、登録規程、登録基準細則を基に作成
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【認証とは】※認証に関する制度は今後検討
総合型クラブ全国協議会が定める「タイプ別の認証基準」
を具備していると認められる登録クラブを認証する。
登録クラブが自らの希望により申請することを可能とする
もので、1クラブが複数タイプの認証を受けることもできる。

【基本6条】

【基本5条】

【基準4条】

【基準3条】

【基準3条】

【基準2条】

≪凡例≫
・基本：基本規程
・登録：登録規程
・基準：登録基準細則

全国統一のルール

「必ず満たすべき運用ルール」に加え、
都道府県協議会が任意で追加できる

「基本基準」に加え、
都道府県協議会が任意で追加できる

【登録とは】
総合型クラブ全国協議会が定める「登録基準」を具備し
ていると認められるクラブを、登録クラブとして認定する。



１.「総合型クラブ」としての手続き

①基礎情報書類：様式あり

②規約・会則・定款：任意様式

③役員名簿：様式あり

④当該年度の事業計画・予算：任意様式

⑤前年度の事業報告・決算：任意様式

総合型クラブとして活動する全クラブ対象の提出書類

組織概要の把握

事業内容、会計
等の把握



①基礎情報書類【指定様式】
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④役員名簿
【指定様式】



２.「全国協議会」への登録手続き

全クラブ提出書類（①～⑤）に加え、

⑥登録基準確認用紙：様式あり

⑦総合型クラブの評価指標を用いた自己点検・評価の結果：様式あり

⑧事業計画・予算、事業報告・決算を議決した際の議事録：様式任意

⑨スポーツ団体ガバナンスプラットフォームが発行する登録証の写し：様式あり

登録を希望する総合型クラブ対象の提出書類



⑥登録基準確認用紙
【指定様式】
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⑦自己点検・評価の結果
【指定様式】



⑦自己点検・評価の結果
【指定様式】





⑨スポーツ団体ガバナンスプラットフォーム
が発行する登録証の写し【指定様式】

スポーツの価値を毀損しかねない不祥事の発生を防ぎ，また，スポーツの価値
を一層高めていくため，スポーツの普及・振興の重要な担い手となっているス
ポーツ団体の適正なガバナンスを確保することが必要不可欠です。
このような問題意識から，スポーツ庁では，平成30年12月に策定した「スポー
ツ・インテグリティの確保に向けたアクションプラン」において，スポーツ団体が適切
な組織運営を行うための原則・規範としてスポーツ団体ガバナンスコードを策定
することとし，スポーツ審議会における審議を経た上で，中央競技団体
（NF）向け及び一般スポーツ団体向けのガバナンスコードを策定いたしました。



※注釈

○ガバナンス：「統治・支配・管理」

「健全な企業経営を目指す、企業自身による管理体制」

○コンプライアンス：「法令順守」

「法律を守りましょう」「一般的に正しいと思われていることをしていきましょう」という意味

○インテグリティ：「清潔・高潔・完全な状態」

「企業で経営方針や社員が持つべき価値観」
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セルフチェックシートの入力、提出で登録証発行
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スポーツ団体ガバナンスコード≪スポーツ庁HP≫
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スポーツガバナンスウェブサイト≪日本スポーツ振興センター≫
https://www.sg-web.jpnsport.go.jp/sgw/Top

https://www.sg-web.jpnsport.go.jp/sgw/Top
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手続き①団体登録を行い、マイページIDを発行
https://www.sg-web.jpnsport.go.jp/sgw/OrgInfoRegist

https://www.sg-web.jpnsport.go.jp/sgw/OrgInfoRegist
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手続き②マイページから「自己説明登録・更新完了」画面が表示さ
れ、登録は完了。
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ガバナンスコードの利用
https://www.jpnsport.go.jp/corp/Porta
ls/0/corp/pdf/governance-
compliance/sgw_users_manual.pdf

https://www.jpnsport.go.jp/corp/Portals/0/corp/pdf/governance-compliance/sgw_users_manual.pdf
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総合型クラブの手続きに関しては
県スポーツ協会にお尋ねください。

公益財団法人熊本県スポーツ協会 担当：太田黒
℡096-388-1581 FAX096-388-1584
メール main@kumamoto-sports.or.jp

mailto:main@kumamoto-sports.or.jp

